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　繊細な四国の固有種。細長い葉と垂れ下がった茎の先に咲く細い釣鐘形
の白い花が風にゆられるようすは、とても優雅です。

ヒナシャジン　牧野富太郎博士命名種



広報 つのちょう ２

５
年
ぶ
り
の
通
常
開
催
! !

第
19
回
津
野
町
夏
ま
つ
り

沖縄三線愛好会　演奏！

坂本冬休み

　　ものまねショー！

テツ and トモ　お笑いステージ！

花火大会！

　
８
月
15
日
︵
火
︶﹁
第
19
回
津
野
町
夏
ま
つ
り
﹂
が
西
運
動
公

園
及
び
東
津
野
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　﹁
高
知
県
沖
縄
三
線
愛
好
会
﹂
の
演
奏
で
開
演
。﹁
坂
本
冬
休

み
　
も
の
ま
ね
シ
ョ
ー
﹂
で
は
坂
本
冬
美
の
﹁
夜
桜
お
七
﹂
や
中

島
み
ゆ
き
、
久
本
雅
美
の
も
の
ま
ね
を
し
な
が
ら
歌
の
メ
ド
レ

ー
を
披
露
し
、観
客
の
笑
い
を
誘
い
ま
し
た
。

　﹁
テ
ツ
a
n
d
ト
モ
　
お
笑
い
ス
テ
ー
ジ
﹂
で
は
子
ど
も
た

ち
と
一
緒
に﹁
な
ん
で
だ
ろ
う
﹂を
音
楽
に
の
せ
て
踊
り
、
津
野

山
古
式
神
楽
や
満
天
の
星
大
福
な
ど
津
野
町
版
な
ん
で
だ
ろ

う
で
５
年
ぶ
り
の
イ
ベ
ン
ト
に
華
を
添
え
ま
し
た
。
フ
ィ
ナ
ー

レ
の
花
火
大
会
は
約
１
，
６
０
０
発
の
大
輪
の
花
が
夏
の
夜
空

を
彩
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
た
く
さ
ん
の
夜
店
が
立
ち
並
び
、
お
盆
で
里
帰
り
し

て
い
る
人
や
町
内
外
か
ら
の
１
５
０
０
人
あ
ま
り
の
来
場
者

で
大
い
に
賑
わ
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　︵
津
野
町
夏
ま
つ
り
実
行
委
員
会
︶
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第
19
回
津
野
町
夏
ま
つ
り
　
ご
協
賛
の
お
礼

※

敬
称
は
省
略
さ
せ
て
い
た
だ

　
き
ま
す
。

一
、金
15
万
円
也

　
葉
山
建
設
協
会

一
、金
10
万
円
也

　︵
有
︶谷
脇
工
業

一
、金
７
万
円
也

　
津
野
町
役
場
職
員
会

一
、金
５
万
円
也︵
順
不
同
︶

　
JA
高
知
県
東
津
野
支
所

　
　
　
　
　
　
　︵
高
西
地
区
︶

　
津
野
町
商
工
会

　︵
有
︶葉
山
土
木
コ
ン
サ
ル

　︵
株
︶サ
ン
土
木
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

　
ミ
タ
ニ
建
設
工
業︵
株
︶

一
、金
３
万
円
也︵
順
不
同
︶

　︵
有
︶稲
田
建
設
　

　︵
株
︶谷
渕
組
　

　
津
野
町
森
林
組
合
　

　︵
株
︶鉄
筋
　
岡
﨑
組
　

　︵
株
︶中
成

　︵
株
︶潮
技
術
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

　
　
　
　
　
　
　
高
知
事
務
所

　
高
知
消
防
シ
ス
テ
ム︵
株
︶　

　
高
知
総
合
防
災︵
有
︶

　
柴
田
運
送︵
株
︶

　
杉
本
土
建︵
株
︶

　
須
崎
地
区
森
林
組
合
　

　︵
有
︶村
越
工
業
　

一
、金
２
万
円
也︵
順
不
同
︶

　
栄
興
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
︵
株
︶

　︵
株
︶山
興
　

　
JA
土
佐
く
ろ
し
お 

葉
山
支
所

　︵
有
︶創
研
　

　︵
有
︶高
橋
建
設
　

　
津
野
山
警
備︵
株
︶

　︵
有
︶野
波
建
設
　

　︵
有
︶東
津
野
砕
石
工
業
　

　︵
有
︶梼
原
運
送
　
　

一
、金
１
万
円
也︵
順
不
同
︶

　
大
谷
商
店
　

　︵
有
︶サ
ン
シ
ャ
イ
ン
デ
ィ
ス
カ

　
下
元
建
材
　

　︵
有
︶下
元
産
業
　

　︵
株
︶四
国
銀
行 

東
津
野
代
理
店

　︵
有
︶新
田
ハ
イ
ヤ
ー
　

　
新
田
フ
ー
ド
セ
ン
タ
ー
　

　︵
株
︶西
部
　

　
高
橋
歯
科
診
療
所
　

　
津
野
山
砕
石
工
業︵
株
︶

　︵
一
財
︶天
狗
荘
　

　︵
有
︶中
本
モ
ー
タ
ー
ス
　

　
鍋
島
石
油
店
　

　︵
株
︶西
岡
建
設
　

　
西
元
青
果
店
　

　
ハ
ヤ
マ
チ
リ
ン
グ
　

　
葉
や
ま
の
歯
い
し
ゃ
さ
ん
　

　︵
有
︶東
津
野
運
送
　

　
東
津
野
衛
生
社
　

　
ブ
ル
ー
メ
　

　︵
有
︶升
鶴
　

　
松
尾
電
工︵
株
︶　

　︵
株
︶満
天
の
星
　

　︵
有
︶八
幡
工
業
　

　︵
株
︶Ａ
Ｓ
Ａ
設
計
事
務
所
　

　︵
株
︶Ｒ
Ｋ
Ｃ
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン

　
岡
村
自
動
車
　

　︵
株
︶か
め
お
設
計
　

　
カ
ワ
ウ
チ
キ
カ
イ
　

　
北
村
商
事︵
株
︶

　︵
株
︶建
築
企
画
　

　︵
株
︶高
知
銀
行
　
梼
原
支
店

　
高
知
信
用
金
庫

　
　
　
　
須
崎
つ
の
や
ま
支
店

　︵
株
︶コ
ト
ブ
キ
　

　︵
株
︶金
剛
　

　︵
有
︶笹
岡
印
刷
所
　

　
四
国
建
販︵
株
︶

　
四
国
情
報
管
理
セ
ン
タ
ー︵
株
︶

　︵
株
︶ジ
ャ
ク
エ
ツ
高
知
店
　

　
セ
コ
ム
高
知︵
株
︶　

　︵
有
︶艸
建
築
工
房
　

　︵
株
︶ダ
イ
セ
ン
　

　︵
株
︶武
商
会
　

　
田
中
石
灰
工
業︵
株
︶　

　︵
株
︶東
畑
建
築
事
務
所
　

　︵
株
︶ト
サ
ト
ー
ヨ
ー
　

　︵
株
︶中
村
防
災
サ
ー
ビ
ス
　

　
南
海
ビ
ル
サ
ー
ビ
ス︵
株
︶　

　
日
鉄
鉱
業︵
株
︶ 

鳥
形
山
工
業
所

　︵
有
︶濱
田
ポ
ン
プ
商
会
　

　
バ
ル
ー
ン
企
画

leaf
・
Ｍ
　

　︵
有
︶葉
山
庭
園
　

　︵
株
︶Ｐ
・
Ｄ
・
Ｃ
・
Ａ

　
　
　
　
　
　
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

　
扶
桑
電
通
︵
株
︶
高
知
営
業
所

　
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
　

　︵
株
︶ほ
っ
と
こ
う
ち
　

　︵
株
︶マ
サ
キ
・
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア

　︵
株
︶ユ
ー
エ
ス
ケ
ー
　

　︵
株
︶若
竹
ま
ち
づ
く
り
研
究
所

一
、ご
協
賛
一
覧︵
順
不
同
︶

　
池
地
商
店
　

　
市
川
商
店︵
姫
野
々
︶　

　
大
﨑
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
　

　
介
護
タ
ク
シ
ー
つ
の
や
ま
　

　
カ
ー
サ
ー
ビ
ス
ア
リ
キ
　

　︵
有
︶カ
ー
サ
ー
ビ
ス
葉
山
　

　
高
原
ス
ー
パ
ー
　

　
高
知
新
聞
葉
山
販
売
所
　

　
小
屋
　

　
自
由
軒
　
葉
山
店
　

　
大
丸
茶
舗
　

　
テ
ィ
フ
ァ
ニ
ー
　

　
中
越
食
品
　

　
西
森
商
店
　

　
ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー
サ
ロ
ン 

ヨ
シ
ミ

　
フ
ォ
ト
サ
ー
ビ
ス
池
野
　

　
古
谷
プ
ロ
パ
ン
　

　
遊
山
四
万
十
せ
い
ら
ん
の
里

　
四
国
電
力︵
株
︶

　
四
国
電
力
送
配
電︵
株
︶

　︵
株
︶ダ
ス
キ
ン
サ
ニ
ー
マ
ー
ト

　
　
　
　
　       

須
崎
営
業
所

　︵
株
︶東
洋
技
研
　

　︵
株
︶日
東
水
道
　

　︵
株
︶平
田
更
生
堂
　

　︵
株
︶ラ
イ
ト
岡
田
設
計
　

　︵
株
︶や
ま
し
た
　

　

以
上
、
た
く
さ
ん
の
方
が
た

よ
り
ご
協
賛
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

︵
津
野
町
夏
ま
つ
り
実
行
委
員
会

　

  　

委
員
長　

池
田　

三
男
︶



広報 つのちょう ４

「地域を守る」決意、より強く 令和５年度津野消防団連合演習

　
７
月
23
日
︵
日
︶
東
津
野
Ｂ
＆

Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
で
津
野
消
防

団
連
合
演
習
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
教
練
や
小
型
ポ
ン
プ
操
法
、

自
動
車
ポ
ン
プ
操
法
、
缶
送
り

競
技
な
ど
日
頃
の
成
果
を
披
露

し
、競
い
合
い
ま
し
た
。

　
各
分
団
、
仕
事
終
わ
り
の
夜

間
に
訓
練
を
重
ね
、
津
野
町
住

民
の
生
命
と
財
産
を
守
る
と
い

う
強
い
意
志
の
中
で
活
動
を
行

っ
て
い
ま
す
。
各
分
団
の
競
技

を
見
る
こ
と
に
よ
っ
て
お
互
い

に
い
い
刺
激
を
受
け
た
と
思
い

ま
す
。

各
競
技
結
果

︻
教
練
の
部
︼

　
優
　
勝
　
　
姫
野
々
分
団

　
準
優
勝
　
　
郷
分
団

　
第
三
位
　
　
新
田
分
団

︻
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部
︼

　
優
　
勝
　
　
船
戸
分
団

　
準
優
勝
　
　
姫
野
々
分
団

　
第
三
位
　
　
杉
ノ
川
分
団

︻
自
動
車
ポ
ン
プ
操
法
の
部
︼

　
優
　
勝
　
　
杉
ノ
川
分
団

　
準
優
勝
　
　
姫
野
々
分
団

　
第
三
位
　
　
新
田
分
団

︻
缶
落
と
し
競
技
の
部
︼

　
優
　
勝
　
　
姫
野
々
分
団

　
準
優
勝
　
　
高
野
分
団

　
第
三
位
　
　
杉
ノ
川
分
団

︻
缶
送
り
競
技
の
部
︼

　
優
　
勝
　
　
船
戸
分
団

　
準
優
勝
　
　
杉
ノ
川
分
団

　
第
三
位
　
　
高
野
分
団

︻
総
　
　
合
︼

　
優
　
勝
　
　
姫
野
々
分
団

　
準
優
勝
　
　
船
戸
分
団

　
第
三
位
　
　
杉
ノ
川
分
団

　
津
野
消
防
団
は
住
民
の
皆
さ

ま
の
安
心
・
安
全
を
第
一
に
活

動
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
今
後

も
津
野
消
防
団
へ
の
ご
理
解
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

︵
高
幡
消
防
組
合
津
野
山
分
署

　
　
　
　
　
　

葉
山
出
張
所
︶

▲自動車ポンプ操法の部（杉ノ川分団） ▲小型ポンプ操法の部（船戸分団）

▶
教
練
の
部︵
姫
野
々
分
団
︶
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津野町女性消防隊も頑張っています！！津野町女性消防隊も頑張っています！！

　先日、津野町女性消防隊は、日赤奉仕団の川田常生さん、明神孝夫さんを講師にお招きし、避難所で起

こるさまざまな出来事にどう対応していくか模擬体験する「避難所運営ゲーム HUG( ハグ )」を使った

研修を行いました。避難所ＨＵＧは、避難所運営を皆で考えるためのひとつのアプローチとして静岡県

が開発したものです。ＨＵＧは、避難所（Hinanzyo）運営（Unei）ゲーム（Game）の略であり、また英語の

「抱きしめる」という意味から、避難所において避難者を優しく受け入れるというイメージで名付けられ

ました。

　ゲームが始まると避難行動要支援者や震災孤

児、外国人、ペット連れ等、個別の事情を抱える多

数の避難者が次々と現れます。その避難者を体育

館や教室に見立てた平面図にどれだけ適切に配置

できるか、災害時には時間に余裕もない中で考え

なくてはなりません。個別の事情を抱える人のこ

とを考えて、こうしたほうが良いのではないか、あ

ちらの部屋が適切ではないか？と、人を思いやる

言葉が自然と女性消防隊メンバーの口から出てい

ました。避難者だけではなく、ボランティアの人た

ちの受け入れや報道陣に対してどう対応していくか、仮設トイレや炊き出し場の適切な設置場所などを

どのようにしたらよいか、さまざまな意見交換が行われ、新たな気づきや個々の考え方の視点の相違に

ついても認識しながら、みんなで理解を深めて避難所運営について学ぶことができました。災害はいつ

起こるかわかりません。自分・家族・町を守るため、災害時に、支えあい助け合う行動をともにできるよ

うにこれからも学んでいきたいと思います。

　津野町女性消防隊は、まず家庭や仕事を一番に、防災啓発活動や炊き出し訓練など、無理せず自分たち

ができる時に、できることをしようと活動しています。そして、共に活動できる仲間を募集しています。

どんな活動も行っているか知りたい、活動してみたいという方は下記までご連絡ください。

　　　　　　　　　　　　　【お問い合わせ先】　高幡消防組合津野山分署　葉山出張所　☎55-2330

船
戸
活
性
化
委
員
会
が
奨
励
賞
を
受
賞

　
国
有
林
を
始
め
と
す
る
森
林

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
調
査
研

究
や
普
及
啓
発
を
行
う
﹁
一
般

社
団
法
人
全
国
森
林
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
協
会
﹂
の
主
催
す
る
、

第
35
回
森
林
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
地
域
﹁
美
し
の
森
づ
く
り
活

動
コ
ン
ク
ー
ル
﹂に
お
い
て
、
船

戸
活
性
化
委
員
会
﹁
四
万
十
川

源
流
点
﹂
が
奨
励
賞
を
受
賞
し
、

協
会
の
四
国
支
部
長
で
あ
る
、

池
田
町
長
に
よ
っ
て
表
彰
状
が

手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
、
地
域
の
景
観
を

守
ろ
う
と
す
る
強
い
意
識
の
も

と
、
自
然
豊
か
な
不
入
山
を
活

用
し
た
四
万
十
川
源
流
点
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
や
茶
畑
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
、

町
内
外
か
ら
多
く
の
参
加
者
を

集
め
て
お
り
、
他
に
も
景
観
保

全
や
向
上
に
向
け
た
森
林
整
備

や
美
化
の
た
め
の
清
掃
活
動
を

継
続
し
て
い
る
こ
と
が
評
価
さ

れ
ま
し
た
。な
お
、
記
念
品
と
し

て
木
製
の
額
縁
、
協
会
長
で
あ

る
三
浦
雄
一
郎
氏
の
色
紙
、
著

書
が
送
ら
れ
ま
し
た
。
委
員
会

の
皆
さ
ま
の
更
な
る
ご
活
躍
を

ご
期
待
申
し
あ
げ
ま
す
。

︵
産
業
課
　
戸
田
　
博
久
︶ ▲代表松岡民雄さんに伝達
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ご存じですか？　被災建築物応急危険度判定【建築物の確認】

ご存じですか？　被災宅地危険度判定【宅地の確認】

　被災建築物応急危険度判定とは、地震で被災した建物について、余震で倒壊するなどの危険性があ

るかどうかを判定して表示を行うものです。

　大きな地震が起きると建物は少なからずダメージを受け、倒壊は免れていても地震に対する強さが

弱まっている可能性があります。このため、被災者がそのまま家にいていいのか、避難所に避難した方

がいいのかなどを判断するため行います。

　被災宅地危険度判定とは、大規模な地震や大雨などで、宅地が被災を受けた場合に、宅地の被害状況

（擁壁や斜面等）を把握したうえで危険度を判定し、二次被害の軽減・防止を図ろうとするものです。

　当該宅地の使用者・居住者だけでなく、宅地の付近を通行する歩行者に対しても安全であるかどう

かを識別できるようにします。

　被災を受けた際には、それぞれの目的をご理解いただき、判定のための調査にご協力くださいます

よう、よろしくお願いします。

【その他の建物判定】

■住家被害認定　・・・「り災証明書」を発行する目的で被害程度を認定するもの

■被災度区分判定・・・建物の復旧対策を検討する目的で被災建築物応急危険度判定後に建物の

　　　　　　　　　　　　 被災度を詳細に判定するもの

判定結果は３種類のステッカーを建物の出入口などに貼り付けて表示します。

ステッカーはそれぞれＡ３サイズです。

（緑） （黄） （赤）

この建物は使用可能です この建物に立ち入る場合は

十分に注意してください

この建物に立ち入ることは

　　　　危険です

判定結果は３種類のステッカーを現地の見えやすい場所に貼り付けて表示します。

ステッカーはそれぞれＡ３サイズです。

（青） （黄） （赤）

この宅地の被災程度は

小さいと考えられます

この宅地に入る場合は

十分に注意してください

この宅地に立ち入ることは

危険です

【お問い合わせ先】　総務課　松岡　大道　☎55-2311
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︻
日
時
︼

　
11
月
　
日︵
金
︶〜
　
日︵
日
︶

　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分

　※

19
日︵
日
︶の
み
午
後
４
時
終
了

 

︻
会
場
︼

　
高
知
市
鏡
川
河
畔

　
　
　
　
　﹁
み
ど
り
の
広
場
﹂

 

︻
申
込
締
め
切
り
︼

　
９
月
29
日︵
金
︶

 

︻
販
売
品
目
︼

　
津
野
町
で
生
産
さ
れ
た
特
産
品
、

　
農
産
物
等
を
使
用
し
た
加
工
品
、

　
調
理
品
等

 

︻
そ
の
他
︼

　
　
申
込
書
は
、
津
野
町
ホ
ー

　
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
、
津
野
町

　
役
場
本
庁
舎
内
　
産
業
課
窓

　
口
に
あ
り
ま
す
。
出
店
を
検

　
討
さ
れ
て
い
る
方
は
、
事
前

　
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

︻
お
問
い
合
わ
せ
先
・

　
　
　
　
　
　 

お
申
込
み
先
︼

　
産
業
課
　
合
田
　
吏
希 

　
　
　
　
　 

☎
55‐

２
０
２
１

　
高
知
市
の
鏡
川
河
畔
で
開
催

し
て
い
る
﹁
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
﹂

に
出
店
し
、
一
緒
に
津
野
町
を

Ｐ
Ｒ
し
ま
せ
ん
か
？

★ブロック塀の点検のチェックポイント

　ブロック塀について、右の項目を点検し、ひ

とつでも不適合があれば危険なので改善しま

しょう。

　まず外観で１～ 5 をチェックし、ひとつで

も不適合がある場合や分からないことがあれ

ば、専門家に相談しましょう。

ひび割れ

控え壁

高さ

鉄筋

厚

さ

根入れ

□ １．塀は高すぎないか

　　　・塀の高さは地盤から 2.2ｍ以下か。

□ ２．塀の厚さは十分か

　　　・塀の厚さは 10cm 以上か。

　　　 （塀の高さが 2ｍ超 2.2ｍ以下の場合は

　　　  15cm 以上）

□ ３．控え壁はあるか。

 　　　（塀の高さが 1.2ｍ超の場合）

　　　・塀の長さ 3.4ｍ以下ごとに、塀の高さの

　　　　1/5 以上突出した控え壁があるか。

□ ４．基礎があるか

　　　・コンクリートの基礎があるか。

□ ５．塀は健全か

　　　・塀に傾き、ひび割れはないか。

□ ６．塀に鉄筋は入っているか

　　　＜専門家に相談しましょう＞

　　　・塀の中に直径９mm 以上の鉄筋が、縦横とも

　　　　80cm 間隔以下で配筋されており、縦筋は

　　　　壁頂部および基礎の横筋に、 横筋は縦筋に

　　　　それぞれかぎ掛けされているか。

     　  ・基礎の根入れ深さは 30cm 以上か。

　　　 　（塀の高さが 1.2ｍ超の場合）

第
52
回
ふ
る
さ
と
ま
つ
り

　
　
　
　
　
出
店
者
募
集

ブロック塀の安全点検について

　平成 30 年６月 18 日に発生した大阪府北部の地震では、ブロック塀の倒壊による死亡事故があり

ました。

　国土交通省において、ブロック塀の安全点検のためのチェックポイントが作成されており、ブロッ

ク塀の所有者の方はこれを参考に安全点検に取り組むようにお願いします。

　点検の結果、危険性が確認された場合は、建築士や専門業者に相談し、速やかに付近通行者への注意

表示、補修、撤去等の対応をお願いします。

　また、津野町では「避難路に面した」危険性のあるブロック塀の撤去等に対する補助制度がありま

す。補助要件がありますので、詳細についてはお問い合わせください。

➡

【お問い合わせ先】　総務課　松岡　大道　　☎55-2311

17

19
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■
補
助
要
件

　
①
﹁
空
き
家
﹂
で
あ
る
こ
と
︵
１

　
　
年
以
上
居
住
実
態
が
無
い

　
　
な
ど
︶

　
②

改
修
後
は
12
年
間
賃
貸
ま

　
　

た
は
﹁
津
野
町
空
き
家
バ
ン

　
　

ク
﹂に
登
録
す
る
こ
と

　
③

耐
震
性
が
確
保
さ
れ
て
い

　
　

る
こ
と︵
上
部
構
造
評
点
が

　
　

1.0
以
上
︶

※

別
途
耐
震
化
補
助
金
を
併
用

で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す

■
補
助
対
象
者

・
空
き
家
の
所
有
者

・
空
き
家
を
購
入
し
た
移
住
者

・
空
き
家
を
借
り
受
け
る
も
の
で

　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も

　
の

　
①

町
外
か
ら
の
移
住
者

　
②

子
育
て
世
帯
︵
18
歳
以
下
の

　
　

子
ど
も
を
養
育
し
、
同
居
す

　
　

る
世
帯
︶

　
③

新
婚
世
帯
︵
45
歳
以
下
か
つ

　
　

入
籍
後
3
年
以
内
の
者
︶

■
注
意
事
項

　
　
そ
の
他
に
、
補
助
要
件
等

　
が
ご
ざ
い
ま
す
。
詳
細
は
お

　
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

︻
お
問
い
合
わ
せ
先
︼

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
　
西
川
　
南

　
　
　
　
　

☎
55‐

２
３
１
１

　
脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
向
け

て
省
エ
ネ
ル
ギ―

化
を
促
進
す

る
た
め
に
、
既
存
戸
建
て
住
宅

の
断
熱
性
能
を
向
上
さ
せ
る
改

修
工
事
等
に
要
す
る
経
費
の
一

部
を
補
助
し
ま
す
。

■
補
助
対
象
住
宅

①
既
に
居
住
用
一
戸
建
て
住
宅

　
ま
た
は
建
設
工
事
の
完
了
の

　
日
か
ら
起
算
し
て
１
年
を
経

　
過
し
た
一
戸
建
て
住
宅
　

※

店
舗
・
事
務
所
と
の
併
用
住

　
宅
は
対
象
外

②
新
耐
震
基
準
ま
た
は
地
震
に

　
対
す
る
安
全
上
耐
震
関
係
規

　
定
に
準
ず
る
も
の
と
し
て
定

　
め
る
基
準
に
適
合
し
て
い
る

　
こ
と
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

■
補
助
対
象
者

・
自
ら
が
常
時
居
住
す
る
た
め

　
に
住
宅
を
所
有
す
る
個
人
、

　
所
有
し
よ
う
と
す
る
個
人

・
補
助
金
交
付
申
請
時
ま
た
は

　
完
了
実
績
報
告
時
に
町
内
に

　
住
所
を
有
し
て
い
る
こ
と

■
補
助
率…

対
象
経
費
の

　
　
　
　
　
　
　
１
／
３
以
内

■
限
度
額…

120
万
円
／
戸

︵
う
ち
玄
関
ド
ア
は
上
限
５
万
円
︶

■
補
助
要
件

・
導
入
す
る
断
熱
材
・
窓
・
玄

　
関
ド
ア
に
つ
い
て
は
、
所
定

　
の
要
件
を
満
た
す
こ
と

・
居
間
又
は
主
た
る
居
室
︵
就

　
寝
を
除
き
日
常
生
活
上
、
在

　
室
時
間
が
長
い
居
室
等
︶
を

　
中
心
に
改
修
す
る
こ
と
　

・
必
ず
工
事
の
着
工
前
に
申
請

　
・
交
付
決
定
通
知
の
受
け
取

　
り
を
行
う
こ
と
　

※

右
記
以
外
に
も
細
か
い
補

　
　
助
要
件
等
が
あ
り
ま
す
の

　
　
で
、
詳
細
に
つ
い
て
は
津

　
　
野
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

　
　
覧
く
だ
さ
い
。

︻
お
問
い
合
わ
せ
先
︼

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
　
西
村
　
琴
美

　
　
　
　
　
　
☎
55‐

２
３
１
１

　
家
屋
の
固
定
資
産
税
は
毎
年

１
月
１
日
現
在
で
建
っ
て
い
る

も
の
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

　
町
民
課
税
務
係
で
は
町
内
の

家
屋
の
状
況
把
握
に
努
め
て
い

ま
す
の
で
、
新
築
・
増
築
・
取

り
壊
し
等
が
あ
る
方
は
報
告
又

は
届
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
事
前
に
こ
ち
ら
で
把

握
し
て
い
る
調
査
対
象
者
の
方

に
は
﹁
家
屋
調
査
の
お
願
い
﹂
を

送
付
し
ま
す
の
で
希
望
の
調
査

日
時
を
お
問
い
合
わ
せ
先
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
新
増
築
家
屋
の
詳
細
な
調
査

は
適
正
な
課
税
を
行
う
た
め
に

必
要
で
す
の
で
、
ご
理
解
ご
協

力
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。

︻
お
問
い
合
わ
せ
先
︼

  

町
民
課
税
務
係

　
　
　
　
　
☎
55‐

２
３
１
４

　
津
野
町
の
空
き
家
を
移
住
者
や

子
育
て
世
帯
、
新
婚
世
帯
が
居
住

す
る
た
め
の
住
宅
へ
改
修
す
る
際

の
工
事
費
用
に
対
し
、
補
助
金
を

交
付
す
る
事
業
で
す
。

新
築
・
増
築
家
屋
の

　
　
調
査
に
つ
い
て

空
き
家
改
修
補
助
金
の
ご
案
内

住
宅
断
熱
改
修
費
補
助
金
の
ご
案
内

昭和56年5月31日以前に建築された住宅

昭和56年6月1日以降に建築された住宅

補助上限額270万円

耐震改修の必要　有 耐震改修の必要　無

補助上限額270万円

補助上限額20万円
〇耐震設計・耐震工事費

　270万円の範囲内で全額補助

〇改修費用

　上限20万円
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選挙の投票区及び投票場所等の変更について(お知らせ)

　次回選挙 ( 令和 5 年 10 月 22 日予定の参議院議員補欠選挙 ) より下記のとおり投票区及び

投票場所が変更となるところもありますのでご注意ください。選挙時には改めてお知らせいた

します。

　また、投票区の統合により津野町全体のポスター掲示板の設置数が減少するため、統合のない

地区もポスター掲示板が減ることがありますのでご了承ください。

【変更点】投票区統合により投票所数　20→16　　  4減  (変更部分：下線太字)

　　　 　  ポスター掲示板　　　　　  140→122　 18減

　　　　　　【お問い合わせ先】　津野町選挙管理委員会(総務課)　大﨑　あや　☎55-2311
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☆
結
婚
新
生
活
を
支
援
し
ま
す
☆

新
婚
世
帯
の
新
居
の
住
居
費
・
引
越
費
用
を
補
助
し
ま
す

要
件
が
緩
和
さ
れ
ま
し
た

◇
対
象
と
な
る
方

　
次
の
①
〜
⑥
の
す
べ
て
を
満

た
す
新
婚
世
帯

①
令
和
５
年
３
月
１
日
か
ら
令

和
６
年
３
月
31
日
ま
で
に
婚
姻

届
を
提
出
し
受
理
さ
れ
た
、
夫

婦
と
も
に
39
歳
以
下
の
世
帯

②
申
請
時
点
直
近
の
夫
婦
の
所

得
を
合
算
し
た
金
額
が
500
万
円

未
満
の
世
帯

 

︵
貸
与
型
奨
学
金
の
返
済
を
行

っ
て
い
る
場
合
は
、
世
帯
所
得

か
ら
貸
与
型
奨
学
金
の
年
間
返

済
額
を
控
除
し
た
金
額
︶

③
結
婚
を
機
に
津
野
町
内
に
住

居
を
新
た
に
購
入
ま
た
は
賃
借

し
、
住
民
異
動
届
を
提
出
し
受

理
さ
れ
、
５
年
以
上
継
続
し
て

居
住
す
る
意
思
が
あ
る
世
帯

④
他
の
公
的
制
度
に
よ
る
家
賃

補
助
等
を
受
け
て
い
な
い
世
帯

⑤
過
去
に
こ
の
制
度
に
基
づ
く

補
助
を
受
け
て
い
る
者
が
い
な

い
世
帯

⑥
夫
婦
の
い
ず
れ
も
が
県
税
・

町
税
等
を
滞
納
し
て
い
な
い
世
帯

◇
補
助
額

　
１
世
帯
あ
た
り
夫
婦
と
も
に

29
歳
以
下
の
場
合
は
上
限
60
万

円
、
そ
れ
以
外
の
場
合
は
上
限

30
万
円

︵
補
助
額
上
限
内
で
あ
れ
ば
、
期

間
中
何
度
で
も
申
請
可
︶

◇
対
象
経
費

①
住
居
費

　
物
件
の
購
入
費
、
賃
料
、
敷

金
、礼
金
、共
益
費
、仲
介
手
数
料

②
引
越
費
用

　
引
越
業
者
や
運
送
業
者
へ
の

支
払
い

※

個
人
的
に
ト
ラ
ッ
ク
を
借
用

し
て
運
送
し
た
費
用
は
対
象
外

で
す

◇
申
請
期
限

　
令
和
６
年
３
月
31
日
ま
で

︻
お
問
い
合
わ
せ
先
︼

　
　
　
町
民
課
　
又
川
　
知
実

　
　
　
　
　
☎
55‐

２
３
１
４

　
高
知
県
で
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
上
で
人
権
侵
害
を
受
け
ら

れ
た
方
等
を
対
象
と
す
る
、
弁

護
士
に
よ
る
無
料
相
談
窓
口
を

開
設
し
て
い
ま
す
。

　
相
談
窓
口
で
は
、
弁
護
士
が

法
的
な
視
点
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
上
の
差
別
的
投
稿
や
誹
謗

中
傷
等
に
関
す
る
ア
ド
バ
イ
ス

を
対
面
で
行
い
ま
す
。

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
、
ご

自
身
や
ご
家
族
等
の
人
権
が
侵

害
さ
れ
た
と
思
わ
れ
た
方
は
、

一
人
で
悩
ま
ず
高
知
県
人
権
・

男
女
共
同
参
画
課
ま
で
お
電
話

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

︻
開
設
日
時
︼

　
毎
月
第
３
火
曜
日
　

　
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

︻
開
設
場
所
︼
高
知
県
立
人
権

啓
発
セ
ン
タ
ー
４
階
　
研
修
室

︻
対
象
︼
18
歳
以
上
の
方

︻
定
員
︼
３
人
︵
要
予
約
、
お

一
人
40
分
以
内
︶

︻
お
申
し
込
み
先
・

　
　
　
　 

お
問
い
合
わ
せ
先
︼

高
知
県
人
権
・
男
女
共
同
参
画
課

☎
０
８
８︵
８
２
３
︶９
８
０
５

　
Ｐ
ａ
ｙ‐

ｅ
ａ
ｓ
ｙ︵
ペ
イ
ジ

ー
︶
な
ら
、
自
宅
や
外
出
先
か

ら
、
夜
間
や
休
日
で
も
納
付
が

で
き
、便
利
で
す
。

　
納
付
書
の
左
側
に
記
載
さ
れ

て
い
る﹁
収
納
機
関
番
号
﹂、﹁
納

付
番
号
﹂﹁
確
認
番
号
﹂
を
Ｐ
ａ

ｙ‐

ｅ
ａ
ｓ
ｙ︵
ペ
イ
ジ
ー
︶
対

応
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
バ
ン
キ
ン
グ
ま
た
は
モ
バ
イ

ル
バ
ン
キ
ン
グ
の
画
面
に
入
力

す
る
だ
け
で
納
付
で
き
ま
す
。

　
た
だ
し
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

ス
ト
ア
内
に
設
置
さ
れ
て
い
る

複
数
の
銀
行
に
対
応
し
て
い
る

Ａ
Ｔ
Ｍ
で
は
利
用
で
き
ま
せ
ん

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

  

︻
お
問
い
合
わ
せ
先
︼

　
　
　
　
高
知
西
年
金
事
務
所

☎
０
８
８‐

８
７
５‐

１
７
１
７

　
本
事
業
は
、
平
成
24
年
度
よ

り
商
工
会
と
随
意
契
約
を
行
っ

て
い
ま
し
た
が
、
令
和
５
年
度

か
ら
は
入
札
に
よ
り
実
施
す
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
事
業
の
概
要
は
、
町
内
の
小

学
４
年
生
を
対
象
に
、
規
格
化

さ
れ
た
製
品
で
は
な
く
、
地
元

の
大
工
さ
ん
が
地
元
の
木
材
を

活
用
し
て
、
木
の
特
性
で
あ
る
、

や
わ
ら
か
さ
や
温
も
り
を
感
じ

る
こ
と
が
出
来
る
机
・
椅
子
を

製
作
す
る
こ
と
で
す
。

　
入
札
へ
の
参
加
を
希
望
さ
れ

る
業
者
︵
町
内
業
者
限
定
︶
の
皆

さ
ま
は
、
９
月
末
ま
で
に
、
津
野

町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
入
札

参
加
申
請
︵
物
品
等
︶
を
行
っ
て

い
た
だ
く
よ
う
に
お
願
い
し
ま

す
。

　
な
お
、
入
札
参
加
申
請
に
よ

り
入
札
に
必
ず
参
加
で
き
る
と

は
限
ら
な
い
こ
と
を
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

︻
お
問
い
合
わ
せ
先
︼

　
　
教
育
委
員
会
　
小
川
　
悟

　
　
　
　
　
☎
62‐

２
２
５
８

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の

　
人
権
侵
害
に
関
す
る

　
　
無
料
相
談
窓
口
に
つ
い
て

納
付
書
で
の
支
払
な
ら

Ｐ
ａ
ｙ‐

ｅ
ａ
ｓ
ｙ

︵
ペ
イ
ジ
ー
︶が
便
利
で
す
！

年
金
だ
よ
り

　
木
材
活
用
推
進
普
及
啓
発

　
事
業
の
入
札
に
つ
い
て
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寝
つ
き
が
悪
い
、
夜
中
に
目

が
覚
め
る
、
熟
睡
感
が
な
い
な

ど
睡
眠
に
関
す
る
悩
み
は
な
い

で
す
か
。
昨
年
度
の
総
合
健
診

で
は
、
左
記
の
よ
う
な
結
果
が

出
て
い
ま
す
。

●﹁
睡
眠
で
休
養
が

　
　
十
分
と
れ
て
い
ま
す
か
﹂

     

　
は
い

と
答
え
た
人

　
　
成
人
男
性

76
．５
％

　
　
成
人
女
性

73
．９
％

　
睡
眠
は
体
や
心
の
健
康
と
も

強
く
関
係
し
て
お
り
、
津
野
町

健
康
増
進
計
画
・
食
育
推
進
計

画
・
自
殺
対
策
計
画
で
は
健
康

づ
く
り
の
指
標
と
し
て
、
男
性

85
％
、
女
性
80
％
を
目
標
と
し

て
い
ま
す
。　

●
良
い
睡
眠
と
は

①

量

　
睡
眠
時
間
は
個
人
差
も
あ
り

ま
す
が
、
６
時
間
程
度
が
望
ま

し
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
日
中
の
眠
気
が
強
い
場
合

﹁
良
い
睡
眠
で

　
　
体
も
心
も
健
康
に
﹂

は
、
15
分
程
度
の
仮
眠
を
と
る

と
眠
気
が
改
善
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

②

リ
ズ
ム

　
睡
眠
は
体
内
時
計
に
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
さ
れ
て
い
ま
す
。
体
内

時
計
を
狂
わ
さ
な
い
た
め
に

は
、
朝
の
太
陽
の
光
を
浴
び
る

こ
と
、
規
則
正
し
い
食
事
の
時

間
が
大
切
で
す
。ま
た
、
睡
眠
前

に
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
パ
ソ
コ

ン
の
光
を
見
る
と
、
脳
が
刺
激

さ
れ
体
内
時
計
を
ず
ら
し
て
し

ま
い
ま
す
。
就
寝
の
90
分
前
に

は
見
る
の
を
や
め
ま
し
ょ
う
。

③

質

　
月
明
か
り
程
度
の
明
る
さ
、

快
適
に
感
じ
る
室
温
や
湿
度
は

睡
眠
の
質
の
確
保
に
は
欠
か
せ

ま
せ
ん
。
運
動
な
ど
の
適
度
な

疲
労
感
は
、
深
く
長
い
質
の
良

い
睡
眠
を
促
し
ま
す
。一
方
、
寝

酒
は
入
眠
を
促
し
ま
す
が
、
睡

眠
が
浅
く
な
り
、
睡
眠
の
質
が

低
下
し
ま
す
。
ま
た
就
寝
前
４

時
間
以
内
の
カ
フ
ェ
イ
ン
︵
コ

ー
ヒ
ー
、
緑
茶
、
紅
茶
な
ど
︶の

摂
取
も
入
眠
を
妨
げ
、
睡
眠
を

浅
く
す
る
た
め
お
勧
め
し
ま
せ

ん
。

　
睡
眠
に
関
す
る
問
題
の
背
景

に
は
、
専
門
的
な
治
療
が
必
要

な
病
気
が
隠
れ
て
い
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。﹁
寝
付
け
な
い
﹂﹁
熟

睡
感
が
な
い
﹂﹁
十
分
眠
っ
て

も
、
日
中
の
眠
気
が
強
い
﹂な
ど

睡
眠
の
問
題
に
よ
り
、
日
中
の

生
活
に
支
障
を
感
じ
る
と
き

は
、
早
め
に
医
師
や
保
健
師
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。　

参
考

・
健
康
づ
く
り
の
た
め
の

　
　
睡
眠
指
針
２
０
１
４

　
　
　
〜
睡
眠
12
箇
条
〜

　
　
　
　
　
　
　
　

・
働
く
人
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

こ
こ
ろ
の
耳

　
　

︻
お
問
い
合
わ
せ
・
相
談
先
︼

  

健
康
福
祉
課︵
里
楽
︶

　
　
　
　
　
　
　
岡
村
　
晃
子

　
　
　
　
　
☎
55‐

２
１
５
１

自
立
支
援
医
療︵
精
神
通
院
医
療
︶に
つ
い
て

　
自
立
支
援
医
療︵
精
神
通
院
医

療
︶は
、
通
院
に
よ
る
精
神
医
療

を
続
け
る
必
要
が
あ
る
方
の
通

院
医
療
費
の
自
己
負
担
を
軽
減

す
る
た
め
の
公
費
負
担
医
療
制

度
で
す
。

　
対
象
と
な
る
方
は
、
て
ん
か

ん
、
統
合
失
調
症
、
う
つ
病
、
躁

う
つ
病
な
ど
の
気
分
障
害
、
薬

物
な
ど
の
精
神
作
用
物
質
に
よ

る
急
性
中
毒
ま
た
は
そ
の
依
存

症
︵
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
等
︶
な

ど
、
通
院
に
よ
る
治
療
が
継
続

的
に
必
要
な
方
で
す
。

　
通
院
さ
れ
て
い
る
方
が
支
払

う
自
己
負
担
額
は
原
則
と
し
て

医
療
費
の
1
割
に
な
り
ま
す

が
、
世
帯
の
所
得
水
準
等
に
応

じ
て
、
ひ
と
月
あ
た
り
の
負
担

上
限
額
が
設
け
ら
れ
て
い
ま

す
。

　
こ
の
制
度
の
利
用
を
希
望
さ

れ
る
方
は
、
通
院
し
て
い
る
医

療
機
関
に
相
談
を
し
て
く
だ
さ

い
。認
定
さ
れ
れ
ば
﹁
自
立
支
援

医
療
受
給
者
証
︵
精
神
通
院
︶﹂

と
﹁
自
己
負
担
上
限
額
管
理
票
﹂

が
交
付
さ
れ
ま
す
の
で
、
指
定

の
医
療
機
関
、
薬
局
の
窓
口
に

提
示
し
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

受
給
者
証
の
有
効
期
間
は
1
年

で
す
。

●
必
要
書
類…

自
立
支
援
医
療

費
支
給
認
定
申
請
書
、
診
断
書
、

世
帯
全
員
の
医
療
保
険
証
の
写

し
、
所
得
確
認
に
係
る
同
意
書

な
ど

︻
お
問
い
合
わ
せ
先
︼

健
康
福
祉
課︵
里
楽
︶

　
　
　
　
　
　
　
　
嶋
﨑
　
祐

　
　
　
　
　
☎
55‐

２
１
５
１

●
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骨
の
主
成
分
は
﹁
カ
ル
シ
ウ

ム
﹂で
す
。

12
才
〜
14
才
の
成
長
期
は
骨

を
丈
夫
に
す
る
大
切
な
時
期
な

の
で
﹁
カ
ル
シ
ウ
ム
﹂
の
必
要
量

も
他
の
年
齢
と
比
較
し
て
多
く

な
り
ま
す
。

︿
12
才
〜
14
才
に
お
す
す
め
す

  

る
1
日
の
カ
ル
シ
ウ
ム
量
﹀

女
性
800
ｍ
ｇ
・
男
性

1000
ｍ
ｇ

︵
参
考
：
牛
乳
200
ｍ
ℓ

　
　  

＝
カ
ル
シ
ウ
ム
220
ｍ
ｇ
︶

　
そ
こ
で
い
つ
も
の
食
事
に
骨

を
丈
夫
に
す
る
食
材
を
足
し
て

﹁
カ
ル
シ
ウ
ム
﹂
を
し
っ
か
り
摂

り
ま
し
ょ
う
。

7
月
12
日
︵
水
︶、
ヘ
ル
ス
メ

イ
ト
7
名
は
葉
山
中
学
校
1
年

生
の
﹁
骨
コ
ツ
青
春
講
座
﹂
の
調

理
実
習
に
参
加
し
ま
し
た
。

　
調
理
実
習
で
は
﹁
カ
ル
シ
ウ

ム
﹂の
多
い
食
材
を
使
っ
た
、
ピ

ザ
ト
ー
ス
ト
と
大
根
も
ち
を
生

徒
の
皆
さ
ん
と
楽
し
く
調
理

し
、
お
い
し
く
い
た
だ
き
ま
し

た
。

<
食
改
の
窓>

﹁
骨
コ
ツ
青
春
講
座
﹂

〜
葉
山
中
学
校

　
　
　
　
食
育
事
業
よ
り
〜

　
当
日
の
レ
シ
ピ
を
ご
紹
介
し

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、
ご
家
庭
で
も

子
ど
も
た
ち
と
作
っ
て
み
て
く

だ
さ
い
。

︵
葉
山
西
地
区
ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
︶

︻
お
問
い
合
わ
せ
先
︼

　
食
改
事
務
局︵
里
楽
︶

　
　
　
　
　
　
　
　
節
安
　
澪

　
　
　
　
　
☎
55‐

２
１
５
１

切り干し大根（乾燥）　　２０ｇ　　　 　白玉粉　　         　７５ｇ

小松菜 　　　  　　  　４０ｇ　　　　 スキムミルク　   　大さじ 2

　調味料（A）　　　　　　　　　　　 　ベーコン　　　   　２０ｇ

　砂糖 　　　　    　４ｇ　　　　　 長ネギ　　         　２０ｇ

　ごま油 　　 　小さじ１　　　 シーチキン　      　１/３缶

　塩　　　　　　　　 　少々　　　　 　小麦粉　　　      　大さじ 1

　こしょう　　　　　 　少々　　　　 　油　　　　　      　適量

☆大根もちレシピ【材料（4 人分）】

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
令
和
５
年
秋
開
始
接
種
に
つ
い
て

　
９
月
20
日
︵
水
︶
よ
り
令
和
５

年
秋
開
始
接
種
期
間
に
移
行
し

ま
す
。津
野
町
で
は
︵
１
・
２
回

目
︶
接
種
が
完
了
し
た
12
歳
以

上
の
方
を
対
象
に
集
団
接
種
の

ご
案
内
を
し
ま
す
。
対
象
者
へ

は
順
次
接
種
券
等
を
送
付
し
ま

す
。

　
な
お
、
集
団
接
種
の
日
程
に

つ
き
ま
し
て
は
、
詳
細
が
決
ま

り
次
第
、ご
案
内
を
し
ま
す
。

◆
小
児

(

５
〜
11
歳

)

の
　
　

　
　
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て

　
小
児
の
秋
開
始
接
種
に
つ
い

て
も
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
対
応
ワ
ク

チ
ン
を
使
用
す
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。︵
１
・
２
回
目
︶
接
種

を
未
接
種
の
方
で
接
種
を
希
望

さ
れ
る
方
は
健
康
福
祉
課
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
接
種
に
あ
た
っ
て
は
、
か
か

り
つ
け
医
へ
の
相
談
や
厚
労
省

の
お
知
ら
せ
等
を
参
考
に
十
分

ご
検
討
、
ご
理
解
の
う
え
、
お
決

め
く
だ
さ
い
。
ま
た
ワ
ク
チ
ン

の
接
種
に
は
、
保
護
者
の
同
意

と
立
ち
合
い
が
必
要
で
す
。

◆
津
野
町
に
転
入
さ
れ
た
方
へ

　
前
回
の
接
種
を
終
え
て
か

ら
、
津
野
町
に
転
入
さ
れ
た
方

は
、
接
種
券
発
行
申
請
書
の
提

出
が
必
要
で
す
。
発
行
申
請
を

し
な
い
と
接
種
券
が
発
行
さ
れ

ま
せ
ん
の
で
、
対
象
と
な
る
方

は
健
康
福
祉
課
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

︻
お
問
い
合
わ
せ
先
︼

　
健
康
福
祉
課︵
里
楽
︶

　
　
　
　
　
　
　
河
上
　
桐
也

　
　
　
　
　
☎
55‐

２
１
５
１

【作り方】

① 切り干し大根は１５分くらい水につけ、やわらかくなったらかるくしぼ　

  って１cm くらいの長さに切る。

② 小松菜と長ねぎ、ベーコンはみじん切りにする。

③ 白玉粉はすり鉢ですりつぶしておく。

④ ボールに切り干し大根と小松菜、調味料（A）と白玉粉とスキムミルクを入　

  れてよく混ぜる。

（この時、混ざりにくい場合はさ湯または牛乳を大さじ１たしてください。）

⑤ ベーコンと長ねぎとシーチキンを加えて混ぜ、小麦粉を加えて粉っぽさ　

  がなくなるまでよくこねる。

⑥ 材料を４個に分けて、平らなだ円形にする。

⑦ フライパンを熱し、油をなじませ、中火で両面をこんがり焼き、弱火にし　

  てふたをし蒸し焼きにする。
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4,400 円

が無料！

4,400 円

が無料！
後期高齢者の歯科健診を受けましょう

　後期高齢者医療の被保険者を対象に、歯・歯肉の状態や口腔内の衛生状態等をチェック

し、口腔機能の維持・向上、全身疾患の予防等につなげるため、歯科健診を実施します。

　みなさまのお口の健康状態を知る良い機会となりますので、後期高齢者の特性に合わせ

た歯科健診を受診しましょう。なお、健診結果は、保健指導などに活用しますのでご了承く

ださい。

●対象者

　高知県後期高齢者医療に加入している方

　※ただし、次に該当される方は対象外です。

　　・６か月以上継続して入院されている方

　　・介護施設等に入所中の方

●受診期間

　令和５年 10 月１日（日）〜令和６年２月 29 日（木）

●受診方法

　①　お手元に受診券が「ある」場合、お申し込みの必要はありません。

　　　お手元に受診券が「ない」場合、お問い合わせ先にお申し込みください。

　　　※次の条件に当てはまる方には、事前に受診券を送付します。

　　　・昭和 22 年４月１日～昭和 23 年３月 31 日生まれの方

　　　・令和４年度に後期高齢者歯科健康診査を受診した方

　②　郵送で受診券が届きます。「受診券」、「問診票」、「実施機関一覧表」のセットです。

　③　「実施機関一覧表」に記載されている歯科医療機関に連絡し、健診の予約をしてください。

　④　健診当日は、被保険者証・受診券・問診票・入れ歯（持っている場合）・お薬手帳を持っていき　

　　　ましょう。

●健診内容

　①歯の状態　　②咬合の状態　　③咀嚼機能　　　　④舌・口唇機能　　　⑤嚥下機能

　⑥口腔乾燥　　⑦粘膜の異常　　⑧口腔衛生状況　　⑨歯周組織の状況　　⑩問診

●実施歯科医療機関

　受診券と同封の実施機関一覧表に記載されている登録歯科医療機関

　お手元に実施機関一覧がない場合は、お問い合わせください。

●健診結果

　健診当日、受診した歯科医院で結果説明が行われます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【お問い合わせ先】　町民課　又川　知実　☎55-2314

そしゃく えんげ

令
和
5
年
度

　
障
害
福
祉
の
し
お
り

　
　
　
　
　
　
の
発
行

　﹁
令
和
5
年
度
　
障
害
福
祉

の
し
お
り
﹂が
高
知
県
、
障
害
福

祉
課
よ
り
発
行
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
し
お
り
は
、
毎
年
7
〜

8
月
頃
に
更
新
さ
れ
、
障
害
福

祉
の
制
度
や
お
問
い
合
わ
せ
先

な
ど
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
し
お
り
は
里
楽
で
配
布
し
て

い
ま
す
。ま
た
、
数
に
限
り
が
あ

り
ま
す
の
で
、
県
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
も
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

︻
お
問
い
合
わ
せ
先
︼

　
健
康
福
祉
課︵
里
楽
︶

　
　
　
　
　
　
　
　
節
安
　
澪

               

☎
55‐

２
１
５
１

●自己負担

　無料（年１回）

　※治療が必要な場合の治療費は、自己負担となります。

　※２回目以降は、自己負担となりますのでご注意くだ

　　さい。
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﹃
民
生
・
児
童
委
員
﹄の
活
動
紹
介

　
　
　
〜
県
外
先
進
地
視
察
〜

貝
ノ
川
地
区
に
て

　
　﹁
み
ん
な
が
幸
せ
に
な
る
た
め
に
…
﹂

ー
住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
し
続
け
る
に
は
ー

　
介
護
福
祉
課
で
は
、
高
齢
者
の
方
が
た
が
住
み
慣
れ

た
地
域
で
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
﹁
住
ま

い
・
医
療
・
介
護
・
介
護
予
防
・
生
活
支
援
﹂
が
一
体

的
に
提
供
さ
れ
る
仕
組
み
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

　
今
回
は
、
そ
の
中
の﹁
生
活
支
援
﹂に
つ
い
て
、
７
月
８

日
︵
土
︶
に
貝
ノ
川
地
区
で
開
催
し
た
住
民
研
修
会
の
内

容
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
講
師
に
は
﹁
地
域
の
応
援
隊
　
和
︵
な
ご
み
︶﹂
さ
ん
を

お
迎
え
し
て
﹁
支
え
合
い
の
大
切
さ
﹂
や
﹁
こ
れ
か
ら
の

地
域
生
活
﹂
に
つ
い
て
お
話
し
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
参
加
者
で
活
発
な
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

あ
っ
と
い
う
間
の
２
時
間
で
し
た
。

　
今
後
も
貝
ノ
川
地
区
で
は
、
５
年
先
、
10
年
先
の
暮
ら

し
に
困
ら
な
い
よ
う
、
住
民
に
で
き
る
こ
と
や
意
見
交

換
の
場
を
続
け
て
い
く
予
定
で
す
。

　
他
の
地
域
で
も
、
話
し
合
い
を
開
催
し
て
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
？

　
　

  

︻
お
問
い
合
わ
せ
先
︼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
介
護
福
祉
課
　
橋
田
　

佐
智

　
　
　
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
　
川
上

　
真
理

　
　
　       

　
　
　
　
　
　
　
　
☎
62‐

2

3

1

3

　
津
野
町
民
生
児
童
委
員

協
議
会
は
、
6
月
27
日
〜
28

日
に
お
い
て
、
先
進
的
な
取

り
組
み
を
学
ぶ
た
め
、
県
外

視
察
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　
福
岡
県
う
き
は
市
で
は
、

民
生
・
児
童
委
員
と
福
祉

委
員
が
、
日
頃
か
ら
地
域
の

情
報
を
共
有
し
、
課
題
解
決

に
向
け
て
定
期
的
に
話
し

合
い
を
し
て
い
る
と
の
事

で
し
た
。
地
域
の
事
に
つ
い

て
膝
を
突
き
合
わ
せ
み
ん

な
で
考
え
て
い
く
事
で
、
福

祉
委
員
と
の
連
携
し
た
取

り
組
み
に
つ
な
が
っ
て
い

る
と
感
じ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
熊
本
県
西
原
村
で

は
、
い
ざ
と
い
う
時
だ
け
で

は
な
く
、
日
頃
か
ら
地
域
と

の
繋
が
り
を
大
切
に
し
て

い
く
事
が
大
切
で
あ
る
と

話
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
人
と
地
域
が
つ
な
が
り
、

誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
地
域
社
会
の
実
現
に
向

け
て
、
こ
の
視
察
研
修
で
学

ん
だ
こ
と
を
活
か
し
、
よ
り

充
実
し
た
活
動
を
推
進
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

︻
お
問
い
合
わ
せ
先
︼

介
護
福
祉
課
　
橋
田
　
佐
智

　
　
　  

☎
62‐

２
３
１
３

社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
　  

田
上
　
昌
代

　
　
　  

☎
55‐

２
１
１
５

　　　　　　 〜参加者の声〜
・毎週火曜の集い（カフェ）が待ち遠しい    
・人と話すことは大事
・できるうちは自分でする    
・草刈りや買い物など人のためにできること
　はしている
・数年後も現在の暮らしの継続はできるのか    
・10年後の想像ができない
・手立ては行政に考えてほしい    
・お互い遠慮せずに暮らそうね……などなど
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９
月
は
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
月
間

◇
世
界
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー

　
デ
ー

　
１
９
９
４
年
国
際
ア
ル

ツ
ハ
イ
マ
ー
病
協
会

(

Ａ
Ｄ

Ｉ)

は
、
世
界
保
健
機
構︵
Ｗ

Ｈ
Ｏ
︶
と
共
同
で
、
毎
年
９

月
21
日
を
﹃
世
界
ア
ル
ツ
ハ

イ
マ
ー
デ
ー
﹄
に
制
定
し
て

い
ま
す
。
ま
た
２
０
１
２
年

か
ら
、
こ
の
日
を
中
心
に
、

９
月
を
﹃
世
界
ア
ル
ツ
ハ
イ

マ
ー
月
間
﹄
と
し
、
認
知
症

へ
の
理
解
を
深
め
、
当
事
者

や
家
族
を
応
援
す
る
目
的

で
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
ま
す
。

◇
認
知
症
を
正
し
く
知
ろ
う

　
こ
の
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー

月
間
に
、
津
野
町
で
も
下
記

の
場
所
で
、
認
知
症
に
関
連

す
る
書
籍
を
紹
介
し
て
い

ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
認
知
症
に

関
す
る
学
び
や
理
解
を
深

め
て
い
た
だ
け
た
ら
と
思

い
ま
す
。
本
を
通
じ
て
、
地

域
の
な
か
で
、
笑
顔
で
暮
ら

す
当
事
者
や
家
族
の
姿
に

ふ
れ
て
み
ま
せ
ん
か
？

☆★認知症ブックフェア☆★　開催中！

期間：９月１日～３０日

場所：かわうそ館

　　　虎太郎館

　姫野々診療所や杉ノ川診療所、また町内中学校

図書室にもご協力いただき、認知症に関する本を

多数ご紹介しています。

　この機会にぜひご家族でご一読ください。

︻
お
問
い
合
わ
せ
先
︼

　
介
護
福
祉
課
　

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
池
　
香
・
山
﨑
　
亜
倫

　
　
　
　
☎
62‐

２
３
１
７

〜公益財団法人認知症の人と家族の会 推薦図書よりご紹介〜

『認知症‐世界の歩き方‐』

　筧裕介・著

　「認知症のある方が実際に見ている

世界」が、スケッチと旅行記の形式で

よくわかる。認知症のご本人に起こっ

ていることや感じていることを、より

多くの人に理解してもらいたいという

著者がおくる、当事者の視点からみた

世界を、楽しみながら学べる一冊。

『認知症になっても人生は終わらない』

　認知症の私たち他・著

　「できることを奪わないで」「徘徊で

はない。目的があって歩いている」「私

たち抜きに私たちのことを決めないで」。

認知症と生きる本人たちが書く、仲間

に向けたエールと社会に対するメッセ

ージ。

『認知症の私から見える社会』
　丹野智文・著
　自身もアルツハイマー型認知症の
診断を受け、全国を飛び回り当事者
と対話を続ける著者。認知症になっ
ても、何もわからなくなったり、何
もできなくなったりする訳ではな
い。周囲の「やさしさ」が当事者を
追い詰め、やがて全てをあきらめさ
せられていく。著者だから書けた当
事者の「本音」。
『認知症フレンドリー社会』
德田雄人・著

　医療的な対応だけでなく、社会そ
のものを変えてみるのはどうだろう
か？バス、スーパー、図書館などで
実際に行われている英国の試み、自
治体や企業とともにかわっていく日
本の先進的な実践を紹介。
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１274

【お問い合わせ先】　産業課　久保　佑都　☎55-2021

令和5年度　北川川及び新荘川における魚族放流実績について（お知らせ）
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令和６年度高知県立林業大学校研修生募集

　高知県立林業大学校の教育理念や特色を理解し、林業木材産業、木造建築

の各分野で生涯にわたって活躍できる人材を日本全国から受け入れます。

　森林 GIS の活用や森林施業

プラン書の作成などの森林・

林業等に関する専門的な知

識や技術を習得し、林業経営

の中核を担うことを目指す

人

　高性能林業機械のメンテ

ナンスや架線集材、作業道開

設などの効率的な作業シス

テム等の知識や技術を習得

し、林業技術のエキスパート

を目指す人

　木造の建築計画・設計の

スキルをはじめ、森林や林

業、木材の性質、木質構造、環

境性能、インテリアデザイン

に至るまで幅広い知識や技

術を習得し、木材の利用拡大

を目指す人

受験資格令和６年４月１日時点で 18 歳以上の者　など　研修期間１年間　研修料年額 130,680 円（税込）

■各課程紹介

〔基礎課程〕林業に携わる上で必要な森林・林業等に関する知識や技術を習得し、林業現場で即戦力とし

　　　　　　て活躍することを目指す人

■特徴

・最大 165 万円の給付金制度あり   ・就職活動の一環として、インターンシップを実施

・チェーンソーや林業機械など現場実務で必要となる各種資格を取得可能

・研修生１人１人に合わせた親身な就職支援、これまでの就職率 100％

【お問い合わせ・お申込み先】

高知県立林業大学校　　〒782−0078　香美市土佐山田町大平80

TEL：0887−52−0784　　　FAX：0887−52−0788

MAIL：030208＠ken. pref. kochi. lg. jp HP：https://kochi-forestry. ac. jp

〔専攻課程〕
森林管理コース 林業技術コース 木造設計コース

※後期試験は前期試験で合格者が募集人員に達した場合には実施しません。

■募集人員・日時



19 №223　2023.9

　
管
理
さ
れ
て
い
な
い
田
畑
を

再
生
さ
せ
る
た
め
に
景
観
保
全

推
進
モ
デ
ル
事
業
を
活
用
し
ま

せ
ん
か
？

 

︻
補
助
要
件
︼

　
次
の
︵
1
︶〜(

４)

の
全
て
を

満
た
す
こ
と
。

︵
1
︶
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払

交
付
金
事
業
︵
以
降
﹁
直
接
支
払

い
﹂
と
い
う
︶
の
集
落
協
定
に
参

加
し
て
い
な
い
田
畑

︵
2
︶
令
和
６
年
度
以
降
に
直
接

支
払
い
に
参
加
が
確
実
な
田
畑

下
記
の
︻
注
意
点
︼
を
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

︵
3
︶ 

令
和
５
年
４
月
１
日
か

ら
起
算
し
て
過
去
１
年
以
上
、

耕
作
や
自
己
保
全
管
理
︵
草
刈

り
や
耕
起
な
ど
︶
が
行
わ
れ
て

い
な
い
田
畑

︵
４
︶
１
月
31
日
ま
で
に
耕
作
や

草
刈
り
、
耕
起
な
ど
の
作
業
が

確
実
に
で
き
る
こ
と

 

︻
補
助
額
︼

　
10
a
あ
た
り
最
大
2
万
5
千

円

 

︻
補
助
金
の
申
請
者
︼

集
落
に
既
存
の
集
落
協
定
が
あ

る
場
合

既
存
の
集
落
協
定
代
表
者
が
取

り
ま
と
め
て
申
請

集
落
に
集
落
協
定
が
な
い
場
合

集
落
で
代
表
者
を
決
め
、
代
表

者
が
取
り
ま
と
め
て
申
請

 

︻
申
請
受
付
期
間
︼

10
月
31
日︵
火
︶ま
で

 
︻
注
意
点
︼

集
落
に
既
存
の
直
接
支
払
い
集

落
協
定
が
あ
る
場
合

　
令
和
６
年
度
以
降
に
直
接
支

払
い
既
存
協
定
組
織
に
加
わ
る

こ
と
。

集
落
に
直
接
支
払
い
集
落
協
定

が
な
い
場
合

　
関
係
者︵
役
場
、
周
囲
の
農
地

管
理
者
な
ど
︶
と
新
た
な
協
定

組
織
設
立
に
向
け
て
協
議
を
行

い
、
令
和
６
年
度
以
降
に
直
接

支
払
い
が
活
用
で
き
る
よ
う
目

途
を
立
て
る
こ
と
。

　
直
接
支
払
い
参
加
に
は
農
業

振
興
地
域
へ
の
指
定
、
面
積
要

件
な
ど
の
条
件
が
あ
り
ま
す
の

で
、
本
事
業
に
関
心
の
あ
る
方

は
必
ず
事
前
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
い
。

 

︻
お
問
い
合
わ
せ
先
︼

　
　
　
産
業
課
　
片
岡
　
昌
梓

　
　
　
　
　
☎
55‐

２
０
２
１

　農業技術や経営についての実践

的な研修教育を行い、地域の農業

振興に貢献することができる優れ

た農業の担い手及び指導者の育成

を目標としています。

※本校についての詳しい内容はホームページをご覧ください

　　　　【お問い合わせ先】高知県立農業大学校　吾川郡いの町波川 234 番地　☎088-892-3000

令和６年度　高知県立農業大学校学生募集　〜未来につなぐ　新たな農業の担い手を育む〜

津
野
町
景
観
保
全
推
進
モ
デ
ル

事
業
費
補
助
金
の
ご
案
内
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特
定
外
来
生
物

﹁
オ
オ
ハ
ン
ゴ
ン
ソ
ウ
﹂
を
駆
除

　
７
月
９
日
︵
日
︶、
天
狗
高
原

近
く
の
天
狗
森
林
公
園
内
で
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
高
知
大
学
、
地

元
の
郷
地
区
の
方
た
ち
を
は
じ

め
関
係
者
総
勢
40
名
で
、
小
雨

の
降
る
中
、
特
定
外
来
生
物﹁
オ

オ
ハ
ン
ゴ
ン
ソ
ウ
﹂
の
駆
除
作

業
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
作
業
は
、
毎
年
、
町
が
県

立
牧
野
植
物
園
と
連
携
し
て
行

っ
て
い
る
も
の
で
、
今
回
は
、
約

420
キ
ロ
の
オ
オ
ハ
ン
ゴ
ン
ソ
ウ

等
を
除
去
し
ま
し
た
。

　
前
回
の
駆
除
作
業
か
ら
１
年

が
経
過
し
て
い
ま
し
た
が
、
昨

年
よ
り
も
オ
オ
ハ
ン
ゴ
ン
ソ
ウ

の
個
体
数
は
減
少
し
て
お
り
、

毎
年
の
駆
除
活
動
の
成
果
を
実

感
し
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
も
、
自
然
環
境
の
保
全

と
維
持
に
向
け
て
、
関
係
者
の

皆
様
と
連
携
し
て
駆
除
活
動
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
当
日
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し

た
皆
さ
ま
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　
　︵
産
業
課
　
谷
脇
　
吉
貴
︶

●
特
定
外
来
生
物
と
は

　
国
外
由
来
で
そ
の
強
い
繁
殖

力
の
た
め
、
在
来
の
生
態
系
や
、

農
林
業
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ

て
い
る
生
物
で
す
。

　
津
野
町
内
で
は
他
に
も
、
５

月
ご
ろ
道
路
沿
い
に
黄
色
い
花

を
咲
か
せ
る
﹁
オ
オ
キ
ン
ケ
イ

ギ
ク
﹂や
、
色
の
き
れ
い
な
小
鳥

﹁
ソ
ウ
シ
チ
ョ
ウ
﹂
な
ど
が
確
認

さ
れ
て
い
ま
す
。

夏
の
図
書
館
は

た
の
し
さ
い
っ
ぱ
い

本
を
借
り
て
縁
日
気
分

ト
リ
ッ
ク
で
び
っ
く
り

科
学
工
作
教
室

ア
ー
ト
時
計
づ
く
り

　
８
月
２
日
、
３
日
に
、
か
わ
う

そ
館
と
あ
っ
た
か
ふ
れ
あ
い
セ

ン
タ
ー
﹁
風
の
さ
と
﹂
で
は
夏
休

み
の
子
ど
も
た
ち
に
楽
し
ん
で

本
に
触
れ
合
っ
て
も
ら
お
う
と

﹁
本
を
借
り
て
ス
ー
パ
ー
ボ
ー

ル
す
く
い
﹂を
実
施
し
ま
し
た
。

　
期
間
中
、
か
わ
う
そ
館
で
本

を
借
り
る
と
﹁
風
の
さ
と
﹂
で
ス

ー
パ
ー
ボ
ー
ル
す
く
い
を
体
験

で
き
る
と
い
う
も
の
。
す
く
っ

た
数
に
応
じ
て
ラ
ン
キ
ン
グ
に

載
る
と
知
っ
た
子
ど
も
た
ち

は
、
夢
中
で
挑
戦
し
て
い
ま
し

た
。
な
か
に
は
34
個
す
く
っ
た

強
者
も
登
場
し
、
会
場
を
盛
り

上
げ
て
い
ま
し
た
。

　
７
月
29
日
、
８
月
５
日
に
は
、

科
学
の
仕
組
み
を
用
い
た
工
作

教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
低
学
年
の
子
ど
も
た
ち
と
そ

の
保
護
者
で
作
っ
た
の
は
﹁
び

っ
く
り
箱
﹂。
お
う
ち
の
人
と
協

力
し
て
輪
ゴ
ム
を
通
し
た
牛
乳

パ
ッ
ク
を
つ
な
ぎ
あ
わ
せ
て
い

き
ま
す
。途
中
、
思
い
が
け
ず
箱

が
開
い
て
中
身
が
飛
び
出
す
ハ

プ
ニ
ン
グ
も
発
生
。
そ
の
た
び

に
歓
声
が
わ
き
上
が
っ
て
い
ま

し
た
。

　
高
学
年
の
児
童
は
、
鏡
の
反

射
を
応
用
し
た
﹁
ふ
し
ぎ
な
貯

金
箱
﹂
を
製
作
。お
金
を
投
入
し

て
も
外
側
か
ら
は
一
切
見
え
な

い
貯
金
箱
で
す
。
細
か
い
作
業

の
連
続
で
し
た
が
、
み
ん
な
根

気
強
く
作
業
を
続
け
、
立
派
な

貯
金
箱
が
完
成
し
ま
し
た
。

　
７
月
22
日
に
実
施
し
た
、
子

ど
も
た
ち
の
豊
か
な
創
造
力
で

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
置
き
時
計
を
製

作
す
る
﹁
ア
ー
ト
時
計
づ
く
り
﹂

に
は
、
4
歳
か
ら
小
学
校
6
年

生
ま
で
約
23
名
の
子
ど
も
た
ち

が
参
加
し
ま
し
た
。
木
箱
に
好

き
な
イ
ラ
ス
ト
を
描
い
た
り
、

シ
ー
ル
や
ス
テ
ン
シ
ル
で
デ
コ

レ
ー
シ
ョ
ン
し
て
か
ら
、
時
計

の
部
品
を
取
り
付
け
て
い
き
ま

す
。﹁
こ
の
シ
ー
ル
は
ど
う
？
﹂

と
相
談
し
な
が
ら
製
作
す
る
親

子
や
友
だ
ち
同
士
の
姿
が
見
ら

れ
、
ど
の
作
品
も
個
性
が
光
る

仕
上
が
り
に
な
り
ま
し
た
。

 

︻
お
問
い
合
わ
せ
先
︼

津
野
町
立
図
書
館
か
わ
う
そ
館

　
　
　
　
　
☎
55‐

３
０
０
１

　
　
　
　
　
　
虎
太
郎
館

　
　
　
　
　
☎
62‐

３
５
５
５

▲気合十分！さあ、すくうぞ‼

▲ステキな時計が勢揃い

▲中身が勢いよく飛び出すびっくり箱

（かわうそ館）

（かわうそ館）

（虎太朗館）
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津
野
町
の
偉
人
﹁
吉
村
虎
太
郎
﹂

　
没
後
160
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト
開
催
！

　津野町キルトサークルでは月１回、会員同士が集まっておしゃべりをしながら、自分の気に

入った布でポーチやバッグ、タペストリー等、それぞれがチクチクと縫って楽しんでいます。

　今回、短時間で仕上がる簡単な小物を作るワークショップを開催します。材料、型紙等はこ

ちらで準備いたします。ぜひお気軽にご参加ください。

なお、会場では作品の展示販売も行っています。興味のある方は、ぜひ会場においでください。

【日時】令和５年９月 22 日（金）・23 日（土）・24 日（日）　　午後１時〜４時

【場所】酒蔵ホール　２階和室　　【持ち物】針、糸、はさみ、筆記用具

【対象】小学５年生以上　　　　　【参加費】500 円（材料代）

【申込締切】９月 10 日（日）　※先着 10 名

【お申し込み先】キルトサークル代表　市川　ちづる　

　　　　　　　　　　　　　　☎55-2951　または　090-5916-1349

日（日）　　午後１時〜４時

ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
卓
球

　
　
交
流
会
が
開
催

　
　
　
さ
れ
ま
し
た
！

　
令
和
5
年
7
月
20
日

(

木

)

津
野
町
葉
山
運
動
公
園
総
合
セ

ン
タ
ー
に
て
、
津
野
町
、
佐
川

町
、
日
高
村
の
3
町
村
で
ラ
ー

ジ
ボ
ー
ル
卓
球
の
交
流
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
総
勢
53
名
が

参
加
し
、
約
3
時
間
の
交
流
会

で
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　
昨
年
か
ら
始
ま
っ
た
交
流
会

で
す
が
、
参
加
し
た
方
に
よ
る

と
﹁
今
後
も
交
流
を
深
め
て
行

き
た
い
﹂と
の
こ
と
で
し
た
。

(

教
育
委
員
会
　
鍋
島
　
友
弥)

　　　　　　　　開催日　令和５年９月24日（日）

『リアルスプラトゥーン〜天誅組vs幕府軍〜』（雨天決行）

　時間：午後１時〜４時　　場所：西運動公園グラウンド（芳生野甲200-５）

　内容：リアルスプラトゥーン（色水の入った水鉄砲で撃ち合うゲーム）

　対象：小学４年生以上　　参加費：無料

　申込方法：電話（☎62-2258）または右上のＱＲコードからペアでお申し込みください。

　申込締切：令和５年９月15日（金）午後５時

※当日は白Ｔシャツを支給します。申し込みの際にＴシャツのサイズをお聞きします。

　ズボンと靴は汚れてもいいものをご着用ください。

※親子参加の場合は、ファミリー参加賞をプレゼントします。

『観月会in吉村虎太郎邸』

　時間：午後６時〜９時　　場所：吉村虎太郎邸（芳生野甲1456-1）

　内容：地元食材を使ったお弁当、地元有志による講演会など

　参加費：大人4,000円、小中学生2,000円、小学生未満 無料

　★観月会の詳細については、今月の回覧をご覧ください。

【お問い合わせ先】教育委員会　戸田　この実　☎62-2258

※観月会については、吉村虎太郎邸（☎62-2601）へお問い合わせください。

津野町キルトサークルからのお知らせ　　手縫いワークショップのおさそい津野町キルトサークルからのお知らせ　　手縫いワークショップのおさそい

　令和５年９月27日、津野町出身で土佐勤王党として新しい世をつくるため
に奔走した、吉村虎太郎の没後160周年を迎えます。160周年の節目を迎える
にあたり、記念イベントを開催します。多くの方がたのご参加をお待ちして
おります。
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水曜日 木曜日 金曜日 土曜日

く ろ し お 病 院く ぼ か わ 病 院

く ぼ か わ 病 院 く ろ し お 病 院

く ろ し お 病 院

く ろ し お 病 院

く ろ し お 病 院

不燃ごみ・粗大ごみ収集日 ビン・缶・ペットボトル収集日

く ろ し お 病 院く ぼ か わ 病 院

2

8

16

9

15

7

14

21 23

22

6

13

20

ちっちクラブ
受　付：午前９時〜10時30分
ところ：総合保健福祉センター里楽

相続おしかけ講座
と　き：午前10時30分〜正午
ところ：総合保健福祉センター里楽

相続おしかけ講座
と　き：午前10時30分〜正午
ところ：役場西庁舎１階ホール

しずくちゃん広場
　　　　（離乳食教室）
と　き：午前９時30分〜10時
ところ：総合保健福祉センター里楽

幼児健診
受　付：個別にご案内します
ところ：総合保健福祉センター里楽

く ろ し お 病 院

1

く ぼ か わ 病 院

27

食改・健康ウォーキングのお知らせ
　　日　　時：令和５年９月１０日（日）午前９：００～
　　コ ー ス：貝ノ川

　　集合場所：津野町役場本庁舎
　　持 ち 物：飲み物・帽子・タオル等
　　どなたでも参加できます。一緒に歩きませんか？（雨天中止）

【お問い合わせ先】津野町食生活改善推進協議会　山﨑　加代子 ☎55-2552 

く ろ し お 病 院

28
シルバー人材センター
説明会
①と　き：午前10時30分〜
　ところ：役場本庁舎２階ホール

②と　き：午後2時〜
　ところ：役場西庁舎１階ホール

津野町立図書館かわうそ館・
虎太郎館の開館時間と休館日

　開館時間　午前10時〜午後６時
　休館日　　毎週火曜日・第４金曜日・祝日
　　　　　　年末年始・特別整理期間

　　かわうそ館　☎５５-３００１
　　虎太郎館　　☎６２-３５５５

く ろ し お 病 院 く ろ し お 病 院

3029

く ろ し お 病 院

く ぼ か わ 病 院

く ろ し お 病 院

く ぼ か わ 病 院

農業委員会９月分申請

受付締切日

東津野中学校体育祭

葉山中学校体育祭

（秋分の日）

健康づくり推進員研修会
と　き：午後１時30分〜午後3時
ところ：総合保健福祉センター里楽

子宮頸がん健診
と　き：個別にご案内します
ところ：西庁福祉交流センター

ちっちクラブ
受　付：午前９時〜10時30分
ところ：西庁福祉交流センター
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９月

高 陵 病 院

く ろ し お 病 院

く ろ し お 病 院

日曜日 月曜日 火曜日

つ の カ レ ン ダ ー

く ろ し お 病 院大 西 病 院

と　き：午前10時～午後2時
ところ：かわうそ自然公園

と　き：午前９時集合
ところ：貝ノ川

と　き：午前8時30分〜午後5時
ところ：大谷収集場

第6回ツノチャ・マルシェ

と　き：午前8時30分〜正午
ところ：宮谷堆肥センター前

西地区(東津野地域)

不燃ごみ・粗大ごみ

高 陵 病 院 く ろ し お 病 院

5

1211

1918

25 26

3

17

10

24

高 陵 病 院

4

可燃ごみ収集日一覧

（葉山地域）

毎週 月曜・木曜‥葉山地域東部

毎週 火曜・金曜‥葉山地域西部

（東津野地域）
毎週 月曜・木曜‥東津野地域中東部

毎週 火曜・金曜‥東津野地域北西部

55-2230（総合センターで受付）

　新聞、雑誌、ダンボールは、役
場本庁・西庁の無人回収場所で、
毎日無料で受け入れています。
（受け入れ時間：午前8時30分〜
午後5時まで）
※整理整頓をして置くようにして
ください。

く ぼ か わ 病 院

食改・健康ウォーキング

すくすく広場・おひさま広場

おひさま広場　ところ：さくらんぼ園

　　　　　　　と　き：午前9時30分～午前11時

 　　　 9月 5日、7日、19日、28日

すくすく広場　ところ：にじいろ園

　　　　　　　と　き：午前9時30分～午前11時

 　　　 9月 5日、14日、19日、21日、26日

行事や感染症の発生状況により変更する場合があります

口座振替
固定資産税 ２期
国民健康保険税 3 期

梼 原 病 院

く ぼ か わ 病 院

く ろ し お 病 院

東地区(葉山地区)
不燃ごみ・粗大ごみ

９月

子宮頸がん健診
と　き：個別にご案内します
ところ：西庁福祉交流センター

（敬老の日）
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船
戸
　
松
　
岡
　
惠
　
子

二
ツ
家
　
森
　
田
　
美
智
子

我
が
齢
い
と
お
し
む
日
々
合
勧
の
花
　

蟻
の
引
く
蝶
の
バ
タ
つ
き
見
す
ご
せ
ず
取
り
上
げ
て
置
く
紫
陽
花
の
上
　

訓子府町
くんねっぷ

訓子府町
くんねっぷ

（北海道訓子府町）

姉妹町からのお便り姉妹町からのお便り

　
手
作
り
の
雑
貨
や
町
内
で
生
産
さ
れ
た

農
産
物
、
加
工
品
な
ど
を
販
売
す
る﹁
つ
な

が
る
初
夏
マ
ル
シ
ェ
２
０
２
３
﹂
が
７
月

１
日
に
公
民
館
で
行
わ
れ
、
実
行
委
員
会

は
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
イ
ベ
ン
ト
の
売
り
上

げ
金
で
購
入
し
た
木
製
の
遊
具
を
、
子
育

て
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
７
月
24
日
に
寄
贈
し

ま
し
た
。

　
当
日
は
代
表
の
水
留
亜
希
さ
ん
他
２
名

が
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
を
訪
れ
、
牧
野

セ
ン
タ
ー
長
に
木
製
の
ピ
ア
ノ
と
太
鼓
、

マ
ラ
カ
ス
な
ど
を
渡
し
﹁
私
た
ち
の
子
ど

も
も
、
支
援
セ
ン
タ
ー
に
大
変
お
世
話
に

な
り
ま
し
た
。
支
援
セ
ン
タ
ー
を
利
用
す

る
子
ど
も
た
ち
に
、
木
製
の
遊
具
で
楽
し

く
遊
ん
で
も
ら
え
た
ら
嬉
し
い
で
す
﹂
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

　
木
の
遊
具
を
受
け
取
っ
た
牧
野
セ
ン
タ

ー
長
は
﹁
大
切
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
﹂と
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

つながる初夏マルシェ2023
　　　　　　　遊具を寄贈

︵
令
和
5
年
７
月
届
け
出
分
︶

︵
敬
称
略
︶

お
め
で
た
と

お
く
や
み
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こ
ど
も
園
だ
よ
り

認
定
こ
ど
も
園

に
じ
い
ろ
園

﹁
夏
ま
つ
り
、

　
　
　

楽
し
か
っ
た
よ
♪
﹂

　
７
月
７
日
、
乳
児
組
が
園
の

ホ
ー
ル
で
夏
ま
つ
り
ご
っ
こ
を

行
い
ま
し
た
。
最
初
に
幼
児
組

が
踊
り
を
見
せ
て
く
れ
ま
し

た
。
お
兄
ち
ゃ
ん
・
お
姉
ち
ゃ

ん
が
踊
る
姿
を
じ
っ
と
見
て
、

リ
ズ
ム
を
と
っ
た
り
手
拍
子
を

し
た
り
す
る
か
わ
い
い
姿
が
見

ら
れ
ま
し
た
。そ
の
後
、
年
長
児

が
用
意
し
て
く
れ
た
金
魚
す
く

い
の
お
店
と
、
職
員
の
お
店︵
ヨ

ー
ヨ
ー
・
ひ
も
ひ
き
・
ボ
ー
リ

ン
グ
︶を
回
っ
て
、
夏
ま
つ
り
の

雰
囲
気
を
味
わ
い
楽
し
い
時
間

を
過
ご
し
ま
し
た
。

　
翌
日
の
８
日
に
今
度
は
幼
児

組
が
数
年
ぶ
り
に
通
常
の
夏
ま

つ
り
を
行
い
ま
し
た
。
幼
児
組

全
員
の
歌
と
手
遊
び
、
踊
り
で

ス
タ
ー
ト
し
、
ち
ょ
っ
ぴ
り
恥

ず
か
し
そ
う
な
子
ど
も
も
い
ま

し
た
が
、
元
気
に
披
露
し
て
く

れ
ま
し
た
。
終
わ
っ
て
か
ら
は

が
ん
ば
り
賞
の
お
店
の
チ
ケ
ッ

ト
を
も
ら
い
、
わ
な
げ
や
的
あ

て
、
お
も
ち
ゃ
つ
り
や
ヨ
ー
ヨ

ー
の
お
店
を
回
っ
た
り
、
お
家

の
人
と
一
緒
に
食
事
を
し
た

り
、
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご

し
ま
し
た
。

　
人
数
制
限
な
く
で
き
た
夏
ま

つ
り
で
、
目
的
は﹃
夏
ま
つ
り
の

雰
囲
気
を
味
わ
い
、
親
子
の
ふ

れ
合
い
を
楽
し
む
﹄﹃
夏
ま
つ
り

を
通
じ
て
、
保
護
者
、
地
域
と
の

交
流
を
図
る
﹄
で
し
た
。た
く
さ

ん
の
人
に
来
て
も
ら
い
、
笑
顔

あ
ふ
れ
る
和
や
か
な
雰
囲
気
の

中
で
夏
ま
つ
り
を
行
う
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。ま
た
、
準
備
か
ら

お
店
の
当
番
、
片
付
け
を
す
る

中
で
保
護
者
同
士
の
交
流
を
図

る
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。

　
お
家
の
人
か
ら
も
﹁
久
し
ぶ

り
の
に
ぎ
わ
っ
た
お
ま
つ
り
で

楽
し
か
っ
た
で
す
﹂﹁
親
子
共
に

楽
し
め
ま
し
た
﹂
な
ど
と
感
想

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
来
年
度

も
子
ど
も
は
も
ち
ろ
ん
、
お
家

の
人
も
一
緒
に
楽
し
め
る
内
容

を
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
大
自
然
に
恵
ま
れ
た
ま
ち

﹁
津
野
町
﹂。
そ
ん
な
自
然
豊
か

な
ま
ち
で
暮
ら
す
人
々
は
穏
や

か
で
温
か
く
、
住
ん
で
い
る
地

域
に
愛
着
を
持
っ
て
い
ま
す
。

大
自
然
と
温
か
い
人
々
が
調
和

し
、
な
ん
だ
か﹁
や
さ
し
い
に
お

い
﹂
を
感
じ
る
こ
と
の
で
き
る

ま
ち
。

　
そ
ん
な
津
野
町
の
魅
力
が
詰

ま
っ
た
ロ
ゴ
マ
ー
ク
が
完
成
し

ま
し
た
！

　
今
後
も
、
津
野
町
愛
を
育
む

フ
ァ
ン
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
し

て
、
多
く
の
方
々
に
親
し
み
を

持
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、Ｔ

Ｓ
Ｕ
Ｎ
Ｏ
応
援
団
の
取
り
組
み

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

津
野
町
フ
ァ
ン
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　
　
　

﹁
Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｎ
Ｏ
応
援
団
﹂ロ
ゴ
マ
ー
ク
完
成
！

■
Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｎ
Ｏ
応
援
団
と
は
？

　
町
内
・
町
外
在
住
を
問
わ
ず
、

津
野
町
を
応
援
し
た
い
方
や
愛

着
が
あ
る
方
が
入
会
し
、
み
ん

な
で
津
野
町
を
応
援
す
る
フ
ァ

ン
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
す
。
入
会

は
無
料
！
津
野
町
が
好
き
な
気

持
ち
が
あ
れ
ば
大
丈
夫
！
み
な

さ
ん
の
ご
入
会
、
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

■
入
会
方
法

　
登
録
フ
ォ
ー
ム
又
は
登
録
申

込
書
。

※

登
録
申
込
書
は
本
庁
舎
ま
ち

づ
く
り
推
進
課
及
び
西
庁
舎
窓

口
で
お
受
け
取
り
く
だ
さ
い
。

︻
お
問
い
合
わ
せ
︼

　
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
　

　
　
　
　
　
　
　
　
西
川
　
南

　
　
　
　
　
☎
55‐

２
３
１
１

▲ロゴマークをデザインしてくださった

　のは、津野町在住のイラストレーター

　「かわぞえうどう」さんです。

＼会員募集中／

登録フォームはこちら
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はじめてのおたんじょうび

　毎日元気！ニコニコよく笑う
健太です♡大好きなお兄ちゃん
から強～い愛をいっぱいもらい
ながらたくましく成長中！みん
なよろしくね♡

（大野）
　　鍋島　健太くん

保護者　浩一

け ん た

令和４年9月5日生まれ

令和５年９月１日
編集　津野町広報編集委員会
〒785-0201
高知県高岡郡津野町永野471-1
TEL 0889−55−2311
印刷　（有）笹岡印刷所

みんなの作品 　今月号では中央小学校・葉山中学校の児童の作品をご紹介します。

津野町の人口
（令和５年 ７月末日現在）

総人口　5,357人(-4）
　男　　2,528人(-6）
　女　　2,829人(+2）
世帯数　2,606世帯(±0）

カッコ内は前月対比

中央小5年 稲田　有志
ゆうし

中央小5年 片岡　志帆
し　ほ

中央小5年 矢野　龍一
りゅういち

中央小5年 明神　太惟丞
た い す け

中央小5年 下村　涼空
り　く

中央小5年 川田　真也
まさや

中央小5年 竹村　藍
あい

葉山中3年 松岡　留生
る　い

葉山中3年 長山　咲良々
さ　ら　ら

葉山中3年 中久保　慶多
けいた

　毎日大好きなお兄ちゃんの
後を追いかけて高速ハイハイ
しています。愛嬌抜群！みん
な仲良くしてね。

（藤ノ川）
　　下元　結斗くん

保護者　祥司

ゆ い と

令和４年9月9日生まれ

　
　
　
編
集
後
記

　
今
年
の
夏
も
強
烈
な
暑
さ

が
続
く
日
も
あ
り
ま
し
た
が
、

台
風
の
影
響
で
雨
の
降
る
日

も
多
か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま

す
。天
候
の
心
配
が
あ
り
ま

し
た
が
、
無
事
に
５
年
ぶ
り

の
津
野
町
夏
ま
つ
り
も
開
催

さ
れ
、
に
ぎ
や
か
な
お
盆
に

な
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　
９
月
に
は
「
ボ
タ
ニ
カ
ル

パ
ー
テ
ィ
ー
」
と
題
し
て
ツ

ノ
チ
ャ
・
マ
ル
シ
ェ
が
開
催

さ
れ
ま
す
。町
内
外
か
ら
数

多
く
の
出
店
が
あ
り
、
と
て

も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
も
ぜ
ひ
、
覗
い
て

み
て
く
だ
さ
い
。　

　
　
　
　
　
（
広
報
事
務
局
）

葉山中3年 下元　一輝
いつき

中央小5年 中越　桃吾
とうご

葉山中3年 堅田　幸希
こうき

葉山中3年 坂本　翔和
と　わ

葉山中3年 小野川　香穂
か　ほ

葉山中3年 高橋　淳矢
あつや
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